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火星用LEDLIDARの屋外性能評価
乙部直人（福岡大学・理），椎名 達雄（千葉大学・融合科学）， 千秋博紀（千葉工業大学・PERC)
栂谷和弘・はしもとじよーじ（岡山大学・自然に舞子直弘・久世宏明（千葉大学・CEReS)
火星の大気環境
左 比較的大気がキレイ（低DUST）と
右全球的なゲストストームが発生している状態
火星は気圧が(1/200気圧）と低いがずスト（細かい（lμm程度）岩石の粒）が
大量に浮遊している。これらが日射を吸収しエネルギ 供給に重要であり
大気大循環にも大きく影響を与えている。さらに、時には全球規模のダスト嵐を
害｜き起こすこともあり‘；k星の大気環境を考える上でとても重要な物と立っている。
ゲストの供給源である火星表面でのうfスト観測は火星探査時の大気観測項目としては
主要なものとなる。
ライダーの開発と性能評価
木星寝面からのずZトの供給量を知るには風速との縄問E.llる必要や草間的な分布を知る必要があ
り割錘を吾輩展開することが凶喪主い火量ではilDARを使うしか早い．リソースが限られるためにUD€c
利用して小型小電カのlEOUDARを開発してきた，(123）編入小型烈行体倍信用LEDミニライ$ーによ
る野外ずスト事動観測｝
既に‘気象碕突所信どでの風洞を利用し‘i:肉での予ストを行って来た．
今回は屋外での動怖および坦件での性艇の子スhおよび、自射による影響を野価して今後開発を続
iするため由データ取得を目的とした圏外傾湖を行った．
・ー砂
・自然の.Ii
－砂およびゲスト
・自然光｛月明り・薄暮｝
観測地点（2016/12/06)
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日が沈む前のlit験も追加で行った
火量でのダストデピルと呼ばれるつむじ風
地表で 様に吹くような強風によって巻き上げる以外に
つむじ風のようお構造をもった渦がずストを巻き上げている量が
ほぽ同程度という見積もりもあり 風速＋1・ストの量を測るだけでは立〈
地表付近の構造も観測できる潤器が必要である
観測測器とその配置
左上：UOAR右列の下：ライ亨ーを盤置した状態
右の土2おんどとも』（自射E仁被外線E十を宮む．温度温度｝
右の中：v，岡崎製気量潤密t混度遭l風速｝
配置はよの図のように置きLIOAR地上近〈に位置し少し仰角苦情
たせている質量灘署はUDARの狙ってい晶先で視野にλら草い
位置に設置した．
左.I:はまだ目が落ちていfJ.いときにlt.測したもので贋りは．暗〈古ってからの糊，
やはり明るいうちはゲストから由敵乱シゲすルl主情車先に埋i量してしまいずスト町針粛は
行えなかった。
暗くなってからは、粒子力ウンヲーと比較しても強度的にも正しく計測できている二とが分
かった。ライザーの付近の値と粒子カウンター は5秒程度のずれでよい相聞を示し 30m
の距離と6m/s程度の風速であることでよい説明を与える。
Itい叩ヘ；；基本的には月明り程度（O.Slx）の環壊での試験
風速は常時6(m/s）程度で時折突風というよう立
強い風が吹いたが風速計は5秒平匂値なので
瞬間風速はわからない
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時剣
1 屋外でも十分に観測が可能であることが確かめられた
2 環鏡光の影響は予想通り大きく，素子や形状など検討を
続ける必要がある．
